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令和６年度 全国学力・学習状況調査の結果について 
 日頃より本校の教育活動に対し、ご理解とご協力をいただき深く感謝申し上げます。 

 さて、本年４月に６年生を対象に実施した「全国学力・学習状況調査」の結果についてお知らせいたします。 

 

＜調査内容＞ ～ ①と②を一体的に出題 

 

小学校国語 本校の概要 今回の調査における課題 改善の方向 

「言葉の特徴や使い方に関する事項」 

⇒全国平均を上回っている。 

「情報の扱い方に関する事項」 

⇒全国平均を上回っている。 

「我が国の言語文化に関する事項」 

⇒全国平均を上回っている。 

「話すこと・聞くこと」 

⇒全国平均と同程度であるが、やや下回っている。 

「書くこと」 

⇒全国平均と同程度であるが、やや上回っている。 

「読むこと」 

⇒全国平均を上回っている。 

A「話す・聞く」の実

践を繰り返すことで、

相手意識・目的意識を

もって相手に伝えてい

くことが必要になる。 

 

 

 

B 活動において「考え

る」ことが必要になる

こと。 

 

 

A 相手に伝える取組においては、「引

用する、体験を用いる、実物を見せ

る」など伝え方の工夫や、「内容をま

とめて短く話す」「状況に応じて敬語

で話す」など話し方の工夫を、体験的

に学べるようにしていくことが必要に

なる。 

 

B 相手に伝えるために大切な（必要

な）ことを考えて書くこと、聞いた

（読んだ）ことを考えてまとめること

など、思考することが必要になる活動

を意図的に取り入れる。 

 

小学校算数 本校の概要 今回の調査における課題 改善の方向 

「数と計算」 

⇒全国平均と同程度であるが、やや上回っている。 

「図形」 

⇒全国平均と同程度であるが、やや上回っている。 

「変化と関係」 

⇒全国平均と同程度であるが、やや上回っている。 

「データの活用」 

⇒全国平均を上回っている。 

 

A 文章を読んで場面や

状況をイメージするこ

と。 

A 授業では基本的な問題に取り組む時

間が多いが、活用力を身に付ける問題

にも取り組み、問題や状況をイメージ

化する経験を重ねる必要がある。ま

た、イメージ化するためのツール（数

直線、線分図、テープ図、面積図な

ど）を使えるように、日々の授業で丁

寧に取り扱っていくことが大切であ

る。 

 

 

 

 

 

① ② 

➢ 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影

響を及ぼす内容 

➢ 実生活において不可欠であり常に活用できるように

なっていることが望ましい知識・技能など 

➢ 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力など

に関わる内容 

➢ 様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改

善する力などに関わる内容 
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～児童質問紙調査の結果から～ 
全国学力・学習状況調査では、「国語」「算数」の他に、学習意欲や学習環境、生活に関わる質問を児童に

実施しています。その結果から本校児童の特徴が見えてきたものについて、全国の結果と比べながらお伝えし

ます。（１、できている ２、どちらかといえばできている というような肯定的回答の割合を載せています。） 

 

＜基本的生活習慣＞ 

 

 

 

 

 

 

＜学習についての意識＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜スマホ等の使用＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜自分・生活・将来への意識 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

以上が「全国学力・学習状況調査」の結果と、参考資料です。課題となっているところについては、さらに詳し

く校内で分析を進め、それをもとに指導法や教育課程などの改善を進めていきます。 

 

手稲東 全国 手稲東 全国 手稲東 全国

国語 60.0% 62.0% 98.2% 94.6% 93.6% 93.2%

算数 53.7% 61.0% 95.4% 94.6% 95.4% 94.1%

理科 79.1% 83.6%

英語 69.1% 69.3% 95.5% 92.1%

～の勉強は好きですか
～の勉強は大切だと思
いますか

～の授業で学習したことは、将
来、社会に出た時に役に立つと思
いますか

★教科の学習の必要性・重要性を十分に理解

しているものの、「好きですか」という項目

の肯定的回答率が下がってしまうのは全国傾

向と共通するものです。 

★動画視聴、ゲーム時間の調査は、普段（月～金）の使用時間を聞いたものです。家庭で過ご

す時間の多くを、スマホ使用に費やしている人がいることも考えられます。使用のルール等を

含め、家庭で話をするきっかけにしてはいかがでしょうか。 

★タブレットの使用が定着してきたことで、

その有用性を理解し、効果的に活用している

ことが分かります。 

★毎朝同じくらいの時刻に起き、朝食を食べる習慣が身に付いてい

る児童の割合がかなり高いということが分かります。就寝時刻も良

い結果ですが、この項目だけは「どちらかといえば、している」と

いう２番目の割合が高くなっています。翌日の体調不良につながる

こともありますので、気を付けていきたいところだと思います。 

手稲東 全国

朝食を毎日食べていますか。 96.4% 93.7%

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。 87.3% 82.9%

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。 90.9% 91.6%

健康ですごすために、授業で学習したことや保健
室の先生などから教えられたことを、普段の生活
に役立ていますか。

90.9% 82.3%

★学習における友達との交流や課題解決、学

習内容の活用などについては、高い意識をも

っていることがわかります。それに比べ、自

分で学び方の工夫ができるかということにつ

いては、少し低くなっています。教科分析と

通じるものがありますが、「考える」「活用

する」経験が必要になります。 

手稲東 全国

自分のペースで理解しながら学習を進めることができる。 92.7% 85.5%

分からないことがあった時に、すぐに調べることができる。 95.4% 92.1%

画像や動画、音声等を活用することで、学習内容がよく分かる。 94.6% 89.8%

学習におけるICT機器の使用について

★いずれも全国平均と同じような傾向を示して

います。心豊かに生活していく上で、とても大

切な項目と考えますが、肯定的回答の割合が高

いということから、精神的に安定している子ど

もたちが多いということが分かります。 

手稲東 全国

学級の友だちと話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたり
することができていますか。

90.9% 86.3%

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報収集をして、調べたことを発表するなど
の学習活動に取り組んでいますか。

91.8% 81.3%

授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりすることができ
ると思いますか。

85.5% 83.7%

分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫すること
はできていますか。

81.8% 80.6%

交流・活用・課題解決


